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旧清掃センターに設置しているペットボトル選別圧縮設備は、供用開始から14

年が経過し、不具合等も発生していることから、リサイクル推進施設にペットボトル

選別圧縮設備を整備します。

■事業内容 ペットボトル選別圧縮機械設備等工事 1億9,068万9千円

■事業内容 清掃センター定期点検整備工事 ほか 2億9,303万1千円

事業費 国 市債 諸収入 一般財源

4億8,372万円 6,356万3千円 1億1,440万円 3,234万円 2億7,341万7千円

人と自然が調和した快適に生活できるまちづくり

現在継続費を設定して進めている、菊本最終処分場延命化工事に加えて、焼

却灰を搬入することで浸出水のＰＨ値が下水道排除基準の上限を上回ることが

常態化していることから、放流する前にＰＨ値を調整する設備を建設します。

■事業内容 菊本最終処分場延命化工事 2億円（継続費）

■事業内容 菊本最終処分場浸出水処理施設建設工事 ほか

事業費 国 市債 一般財源

2億7,604万5千円 2,420万円 2億4,420万円 764万5千円
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各単位自治会が管理しているごみステーションについて、その管理等について苦

慮しているケースが多いため、単位自治会が管理する全てのごみステーションに対し

て、ステーションの管理に関する新たな交付金制度を創設し、ごみステーションの適

正管理を推進します。

■事業内容 ①ごみステーション適正管理推進交付金 合計2,000万円

■事業内容 ②ごみ収集ボックス設置補助金 @10万円

■事業内容 ③監視カメラ設置補助金 @3万円

事業費 一般財源

2,708万円 2,708万円

人と自然が調和した快適に生活できるまちづくり

昭和59年から供用を開始し老朽化が進んでいる、火葬炉8炉の大型炉への改

修を実施するとともに、建物本体の屋上防水工事などをおこないます。

■事業内容 （火葬炉）大型炉への入替（平成30年度～令和3年度）

■事業内容 （建物）屋上防水工事、備品購入 ほか

事業費 市債 一般財源

1億3,543万1千円 1億170万円 3,373万1千円
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昭和55年の市庁舎建設から40年以上経過し、施設・設備の老朽化が進んで

いるため、計画的なバリアフリー化、省エネルギー化に重点をおいた維持修繕を実

施し、市庁舎の現状機能を確保します。

■事業内容 ・エアハンドリングユニット更新工事（2台/全14台）

■事業内容 ・庁舎外壁（西側）改修工事

■事業内容 ・本庁舎LED改修工事 など

事業費 市債 繰入金・諸収入 一般財源

3億1,884万5千円 1億7,110万円 1億2,869万4千円 1,905万1千円

人と自然が調和した快適に生活できるまちづくり

省エネルギー機器や高効率機器の普及促進を図るため、自宅に省エネ・新エネ

設備導入する際に、補助金を支給します。

■事業内容 省エネ・新エネ設備導入支援事業補助金

・家庭用蓄電池 ＠10万円

■事業内容 ・ZEH（ゼロ・エネルギーハウス) ＠20万円※県内中小企業のみ

事業費 県 繰入金

1,000万円 262万5千円 737万5千円

計画の推進


